
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8100720004CC/20090403

( 科目コード：8100720004CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】環境都市工学設計製図
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

脇田 英治

【授業目標・教育方針】
　実際の土木構造物の設計計算を通じて、構造力学・地盤工学・コンクリート工学などの基礎知識が、設計にどのよ
うに応用されているかを学習する。それと共に、与えられた制約条件の元で技術的な課題の解決を図るために必要な
デザイン能力を身に付ける。

【授業概要】
　社会基盤となる土木構造物の中から、比較的使用頻度の高い代表的な構造物として、逆Ｔ形片持梁式擁壁を取り上
げ、実際に即した設計計算を行う。次に、その結果に基づいて、逆Ｔ形片持梁式擁壁の製図演習を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
土工構造物設計計算例委員会編：実際に役立つ土工構造物の設計計算例（山海堂）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
　板書を中心に行うが、必要に応じて、OHP、ビデオ等を使用。演習中、設計計算結果の答えのチェックができるよ
うパソコンを教室に常時設置する。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：15%，期末試験：15%，レポート：70%
［後期］中間試験：15%，期末試験：15%，レポート：70%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
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【授業計画】（授業名：環境都市工学設計製図）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 設計概論１ ガイダンス、構造物を設計する上で必要な基礎概念、
知識について学習する（設計の目的・安全率等）。

第 2 回 設計概論２

擁壁設計の概要説明

構造物を設計する上で必要な基礎概念、知識について
学習する。設計法の歴史に関するビデオを視聴する。

第 3 回 設計概論３ 構造物を設計する上で必要な基礎概念、知識について
学習する。
擁壁の設計概要、設計条件について学習し、設計計算
を行う。

第 4 回 土圧計算１ 擁壁躯体の背面に作用する土圧の計算法を学習し、設
計計算を行う。

第 5 回 土圧計算２ 擁壁躯体の背面に作用する土圧の設計計算を行う。 レポート
第 6 回 土圧計算３ 擁壁躯体の背面に作用する土圧の設計計算を行う。
第 7 回 復習 設計の基礎概知識と土圧の計算法について復習する。 レポート
第 8 回 基礎に作用する断面力の計算 1 擁壁の基礎に作用する断面力の計算について学習し、

設計計算を行う。
第 9 回 基礎に作用する断面力の計算２ 基礎に作用する断面力の設計計算を行う。 レポート
第 10 回 杭の支持力１ 杭の支持力計算について学習し、設計計算を行う。 レポート
第 11 回 基礎の安定計算１ 基礎の安定計算 ( 変位法 ) の学習、および情報処理 III

に授業で作成した変位法のプログラムを用いて
基礎の安定に関する設計計算を行う。

第 12 回 基礎の安定計算２ 擁壁基礎の安定計算に関する設計計算を行う。 レポート
第 13 回 たて壁の設計計算１ たて壁の設計計算について学習し、設計計算を行う。
第 14 回 たて壁の設計計算２ たて壁の設計計算を行う。 レポート
第 15 回 つま先版の設計計算１ つま先版の設計について学習し、設計計算を行う。
第 16 回 つま先版の設計計算２ つま先版の設計計算を行う。 レポート
第 17 回 かかと版の設計計算１ かかと版の設計について学習し、設計計算を行う。
第 18 回 かかと版の設計計算２ かかと版の設計計算を行う。 レポート
第 19 回 地震時の縦壁 地震時の縦壁の設計について学習し、設計計算を行

う。
第 20 回 縦壁の設計断面 地震時と常時の結果を比較検討し、縦壁の設計断面を

決定する方法について学習し、設計計算を行う。
レポート

第 21 回 地震時のつま先版 地震時のつま先版の設計について学習し、設計計算を
行う。

第 22 回 地震時のかかと版 地震時のかかと版の設計について学習し、設計計算を
行う。

レポート

第 23 回 つま先版、かかと版の設計断面 地震時と常時の結果を比較検討し、つま先版、かかと
版の設計断面を決定する方法について学習し、設計計
算を行う。

第 24 回 応力度表・配筋表の作成 それまでの設計計算の結果をまとめ、応力度表を作成
する。応力度表とは擁壁各部に作用する応力度とそれ
に対する必要鉄筋をまとめたものである。さらに、設
計図を作成するために必要な配筋表を作成する。

レポート

第 25 回 擁壁の製図１ 設計計算の結果に基づいて擁壁設計図の全体レイアウ
トを行う。

第 26 回 擁壁の製図２ 設計計算の結果に基づいて擁壁の配筋表と断面図を作
成する。

第 27 回 擁壁の製図３ 設計計算の結果に基づいて擁壁の断面図を完成し、
たて壁正面図、底版図を作成する。

第 28 回 擁壁の製図４ 設計計算の結果に基づいて擁壁の鉄筋組立図を作成
し、鉄筋加工表の計算を行う。

第 29 回 擁壁の製図５ 設計計算の結果に基づいて鉄筋加工表を作成する。 レポート
第 30 回 復習 期末試験の試験範囲の復習。
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